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イントロダクション

u 月・惑星探査機による画像
– 近年はデジタル化

u インターネットによる情報収集の普及
– デジタル情報であれば容易に入手できる環境の成立

– 施設、所在地によらない情報環境（バリアフリー）

u 惑星画像のwebによる入手
– いわゆる"press-release"向けの写真ではない

– 検索などの機能をweb側で分担。

CDを購入しても利用価値は変わらない。

u 通信環境によるデジタル惑星画像の調査研究：             

           "Desktop Lunar Exploration"
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ネットワークによる月画像の入手

u webによる惑星画像を活用するための情報

「完成品」が入手できるサイト

検索・抽出が出来るサイト

大量の画像の中から
ユーザーが必要とす

る画像を選択して
downloadする

「情報」が入手できるサイト

・解析ルーティン
・解析ソフトウェア
・解析パラメター

　　　　　　　　　… etc.
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"PDS Clementine Navigator"
のページ（１）

パラメターで検索

地図上から検索
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"PDS Clementine Navigator"
のページ（２）

データ出力画面

（画像のダウンロード）

データ出力画面

（画像のデータ一覧）
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CLIB (Clementine Lunar Image 
Browser) のページ

地図による

検索画面

地図上をクリックしてモザイク

写真を出力したところ
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PDSモザイク写真入手のページ

CD_ROMとそこに納められている
モザイク写真の一覧画面

希望の写真をクリックして
出力したモザイク写真

(Browse image)
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ネットワークによる月画像検索・入手の欠点

u インデックスの欠落
– 広い範囲を検索して画像を入手しようとする

と、画像容量が莫大になる。

» "Navigator"では２゜四方程度を推奨。

– ある程度の画像情報をマッピングしたイン
デックスを持つことが必要。

u 適切な画像を選別するための手法（パラ
メターの設定と評価、など）が未だ十分
でない。
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鳥瞰的なインデックスの不足

u どの地域にどのような画像があるかを知りたい

　　→　 地図にプロットするのがベスト

u 地図にプロットした鳥瞰的な見取り図の必要性
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画像選択に必要なパラメター検討の不足

u ヘッダ情報は画像抽出にどこまで使えるか？
– 画像の質（画質）を的確に現わすパラメターがあるのか、それは画像データに

    情報として与えられているか？

– 現在与えられている情報を組合わせることで必要な画質のものを抽出できるか？

未だ検討不足？
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最大、最少、平均、標準偏差

Median, Mode, 5% trim mean, 
range, skewness …

LUB0633B.156

LUB0633B.156

画質 画像情報
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Clementine - HIRES画像の概要

u 特徴
– 解像度が高い

– ほとんど何も写っていない画像があり、興味のある地域で使え
るか否かをチェックする必要がある。

– 数種類のフィルターで分光されているが、かなりのデータは
LHD （Ｄフィルタによる画像）で占められている。
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PDS_VERSION_ID   = PDS3
/*** FILE FORMAT ***/
RECORD_TYPE      = UNDEFINED
…
…　（中略）
…
SUB_SOLAR_LONGITUDE = 33.04   <deg>
INCIDENCE_ANGLE  = 31.05   <deg>
PHASE_ANGLE      = 31.02   <deg>
EMISSION_ANGLE   = 0.25    <deg>
LOCAL_HOUR_ANGLE = 179.63  <deg>
/*** LIGHTING GEOMETRY FROM SECONDARY SOURCE ***/
…
…　（中略）
…
  LINE_SAMPLES = 384
  SAMPLE_TYPE  = UNSIGNED_INTEGER
  SAMPLE_BITS  = 8
  MAXIMUM  = 255
  MINIMUM  = 33 
  MEAN     = 180.433
  STANDARD_DEVIATION = 24.265 
  CHECKSUM = 3456572   
END_OBJECT
END

u 画像ファイルのヘッダに納められている画像に関する
情報の中から、画質に関係がありそうな項目を探す。

”ヘッダ情報”

解凍

Clementine画像ファイルの中身
（テキストエディタで開いた場合）

画像撮像時のデータ

撮像時刻

場所

センサ名

…

…

…

圧縮された画像ファイル

…

…

１．太陽光照射

　　の条件

２．画像の輝度に関する条件

ヘッダ情報からの画質の読取り
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ヘッダ情報で抽出（排除）出来る画像

u 最大値、平均値と標準偏差をプロットする
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抽出が難しい例

PRODUCT_ID       = "LHD0987C.160"
INCIDENCE_ANGLE  = 65.21   <deg>
PHASE_ANGLE      = 65.27   <deg>
EMISSION_ANGLE   = 0.07    <deg>
  MAXIMUM  = 118
  MINIMUM  = 4  
  MEAN     = 71.751 
  STANDARD_DEVIATION = 10.290 

PRODUCT_ID       = "LHD1044C.160"
INCIDENCE_ANGLE  = 63.78   <deg>
PHASE_ANGLE      = 63.89   <deg>
EMISSION_ANGLE   = 0.11    <deg>
  MAXIMUM  = 118
  MINIMUM  = 1  
  MEAN     = 71.904 
  STANDARD_DEVIATION = 10.407 

u 太陽光線の角度に関するパラメターと、画像の輝度に関するパラメターの値がほぼ同じ画像の比較。

u 比較的地形が判別できる画像（上）とほとんど判別できない画像（下）が抽出されてしまう。
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まとめと今後の課題

u インターネット上のシステムを活用する事により、惑星画像
をどこででも（ある程度）活用できる環境が出来つつある。

u しかし、未だ問題点もある
– １．使用目的にあった画像の抽出スキームを構築して地図化したイン　

　　デックスを作る事が必要

– ２．現在ヘッダで与えられている情報では、明らかに不適な画像を排除
　　できるだけにすぎない

u 画像（画質）の分類に適切なパラメターを発見する事によ

り、今後の惑星探査で発生する大量のデータの広範囲な活用
に貢献

u 今までに得られた情報も同一スキームで評価するためにフィ
ルムのデジタイズしたものにも分類できるか？


